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慢性複雑性尿路感染症 に対す る6059-Sの 使用経験
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昭和53年10月 か ら昭和54年8月 までに九州大学医学部附属病院泌尿器科および関連3施 設

において,複 雑性 尿路感染症 と診断された入院患者27例 に6059-Sを,1回0.59ま たは1.09

を1日2回,5日 間静注または点滴静注にて投与 した。

臨床効果は,除 外1例 を除き26例 中,著 効8例,有 効11例,無 効7例 で有効率は73.1%で

あった。細菌学 的には,31株 中27株 消失 し,消 失率は87.1%で あり,凸 惚7血 忽7,&7惚 勧。P7か

teus属 は全株消失し,P.aeruginosaは8株 中6株 消失 した。

副作用は本剤投与後に3例 が熱感を訴えた。 このほか には重篤な副作用はなか った。

は じ め に

6059-sは,Fig.1に 示す化学構造式の様にセ ファロスポ リ

ンの 母核の硫黄を 酸素原子 に置 き換えた 構造 を もち,さ らに

7位 にmethoxy基 を持ちセフ ァマイシン系に類似する もので

あ るが,厳 密 にはセ ファロスポ リン系で もセ ファマイシ ン系で

もない新 しい抗生物質である。基礎的研究によ り,グ ラム陽性

Fig.1 Chemical Structure of 6059-S

菌に対 する抗菌力は他剤よ り弱 いが,グ ラム陰性 菌に対 しては

強い抗菌力を示 し,特 にEnterobacter,Serratia,イ ン ドール

陽性Proteusに おいて優れてお り,P.aeruginosaに 対 して

も有効である。 また,各 種細菌産生の β-lactamaseに 極 めて

安定である事が判明 している1～3)。筋注,静 注投 与により高い

血中濃度 が得 られ,組 織へ の移行 も良好で尿 中にも高濃度排泄

される。毒性試験において も安全性が確認されてい る3)。

以上 の成績か ら本剤 は単純性は もちろん複雑性の尿路感染症

に対 して も有用 と考え,わ れわれ も慢性 複雑性尿路感染症に使

用 し,臨 床成績を検討 したので報告する。

1.投 与対象および投与方法

昭和53年10月 か ら昭和54年8月 までの九州大学医学

部附属病院泌尿器科。三信会原病院泌尿器科,九 州厚生

年金病院泌尿器科,宮 崎県立宮崎病院泌尿器科にて入院

患者の うち尿路に基礎疾患を有す る慢性複雑性尿路感染

症 と診断された27例 を対象とした。男性25例,女 性

2例 であり,年 令は42才 か ら87才 までであ り,高 令者

が多かった。疾患の内訳は慢性複雑性膀胱炎20例(尿

道炎の合併2例),慢 性複雑性 腎盂腎炎7例 であった。

基礎疾患は,前 立腺肥大症,前 立腺 癌,神 経因性膀胱,

膀胱腫瘍,腎 結石,膀 胱結石,経 尿道的前立 腺 切除 術

後,腎 孟切石 術後,膀 胱腔瘻術後などであり,カ テーテ

ル留置は13例 にあった。UTI薬 効評価基準4}に よる

疾患病態別では,第1群10例,第2群5例,第3

群4例,第4群4例,第5群3例,第6群1例

であった。本剤の投与方法は,1回0.591日 朝夕2

回静注8例,点 滴静注11例,1回1.091日 朝夕2

回静注5例,点 滴静注3例 で あ り5日 間 投与した

(Table 1)。 投与量,投 与方法 は疾患により主治医が判

断 し決定 した。

II.臨 床効果および副作用の検討

UTI薬 効評価基準(第 二版)4)に 準 じ,尿 中細菌,白

血球の所見 により臨床効果を判定 した。副作用について

は,ア レルギ ー反応 など自他覚的所見を観察 し,投 与前

後の臨床検査 として,末 梢血の 白血球,赤 血球,ヘ モグ
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Table 2 Overall clinical efficacy of 6059—S in complicated UTI
(5 days treatment)

Table 3 Overall clinical efficacy of 6059-S classified by type of infection

ロビンおよび血清 化学 のGOT,GPT,BUN,ク レア チ

ニンについて 検討 した。

III.成 績

投与27症 例の詳細はTable 1た 示 した。臨床効果

は,投与前の尿中白血球(-)の 症例22を 除 く26症

例について判定 した。 膿尿に対する効果は,正 常化9

例(34,6%),改 善4例(15,4%),不 変13例(50.0

%)で あ り,細 菌 尿 に 対 す る 効 果 は,陰 性 化16例

(61.5%),減 少2例(7,7%),菌 交 代6例(23.1%),

不変2例(7.7%)で あつた。以上の ことか ら総 合臨床

効果は,著 効 各例(30.8%),有 効 耳 例,無 効7,例

となり有効率ば73.1%で あった(Table 2)。 疾患病態

群 別 の臨 床 効 果 をTable 3に 示 したが,各 群 の 症 例が

少 な い ため 群別 の 有 効率 は参考 まで に 出 した。 単 独 感染

群 の 有効 率 は81.8%で あ り混合 感 染 群 で は25.0%で

あ った。

細 菌学 的 効 果 は,起 炎 菌31株 中27株 消 失 し消 失率

は87.1%で あ った。 分 離 菌 別 に見 る とP.aeruginosa

が8株 中2株,P.cepaciaが1株 中1株,S.faecalis

2株 中1株 が 存 続 したが,Serratia 7株 を は じあE.

cloacae,Proteus属 も全 株 消失 した(Table 4)。 本 剤 投

与 後 出現 した 菌 は,S.faecalis 6株,P.aeruginosa 1

株,Candida 2株,Yeast like organism 1株 で あ っ た

(Table 5)。
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Tabel 4 Bacteriological response to 6059-S in
complicated UTI

IV,副 作 用

本剤を投与 した全27例 について副作用を検討した。

症例2,21,22で 注射後熱感を訴えた他は 自他覚的副

作用は認められなか った。投与前後の臨床検査値をF嬉

23こ 示 した。症例15,21,23でGOTが,症 例9,21 ,

23でGPTが 投 与前に異常値であったが,い ずれの症

Table 5 Strains appearing after 6059-3
treatment in complicated UTI

Fig.2 Laboratory findings

RBC(n=26) WBC(n=26) lib(n=26)

GOT(n=26) GPT(n=26) BUN(n=27) Creatinine(n=27)
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例も投与後の値 は減少 し,増 悪 した例 は認 め なか った 。

症例8でBUNが29.5mg/dlか ら46.4mg/dlへ 上

昇した。このほか異 常値 範 囲へ の 変 動 は なか った。

V. 考 按

β-lactam系 抗生物 質 は 広 い 抗 菌 スペ ク トラム を 有

し,吸収排泄が よ く,副 作 用 の少 ない 事 で 近年 使 用量 は

増加し,新 しい薬 剤 も多 数開 発 され て い る。 本 剤 の基 本

的構造は,こ れ らに類 似 して い るが,厳 密 に は セ フ ァロ

スポリン系で もセ フ ァマ イ シ ン系 て もな い新 種 の もの で

ある1～3)。

尿路感染症の起 炎菌 を 昭和53年 の 九大 泌 尿器 科入 院

患者から分離 され た菌 で 見 ると,Ehterobacterは7.8

%,Serratiaは12.0%,Proteus属 は12.5%,P.aeru-

ginosaは11.8%で,こ れ らの 菌で44.1%を 占めて

いた。これ らの菌 は,従 来 の β-lactam系 抗 生 物 質 に

は感受性が低 く5),臨 床家 は治 療 に 困惑 して いた。 本 剤

の特徴は従来の セ フ ァロス ポ リン系 で は 抗 菌力 の 弱 か っ

たEnterobacter, Serratia Proteus属 に優 れ た抗 菌 力 を

有し,P.aeruginosaに も有 効 で あ り,β-lactamaseに

極めて安定で ある点 で あ る1～3)。 この 事 は,わ れ わ れ の

症例でも細菌学 的効 果で現 われ た。 す な わ ち,起 炎 菌 で

あったEnterobacter2株,Serratia7株,Proteus属

3株 は全株本剤投 与 後消 失 し,P.aeruginosaは8株 中

6株 消失 した。投 与 後の 出現 菌 と してS.faecalis6株,

P.aeruginosa1株 有 り,基 礎 的 研 究 で もグ ラム陽性 菌

には抗菌力が 弱か った点 と一 致 した臨 床 成績 で あ った。

総合臨床効果 は,抗 菌力 が 強 い ので 消 失率 が87.1%

と高かったため,有 効 率 は73.1%と 慢性 複雑 性 尿路 感

染症では,近 年開 発 中の β-lactam系 抗 生 物 質 の 中で

も良い方であ った。

副作用は3例 に注射 後 熱感 を 訴 えた ものが 認 め られ

た。これらは,い ずれ も同一施設の症例で。本剤1.0g

を20mlの 生食に溶解 し2～3分 とやや短い時間で静

注 した ものであった。 この3症 例を含めア レルギー 反

応等重篤な自他覚 的副作川は全例 に認めなか った。

臨床検査値の異常は使用 前か らGOT,GPTが 高値を

示 した症例があったが,い ずれ も投 与後増悪は認められ

なか った。BUNが 異常値か ら異常値へ変動 した症例が

あったが,ク レアチニ ンは正常で主治医は木剤 との関連

性 は不明としているが,一応 気を付け るべきであろう。

複雑性 尿路感染症は,宿 工側の要因すなわ ち基礎疾患

や カテーテル管理などが主要であ り,化 学療法のみでは

治療できないが,使 用上これ らの点を考慮 しておけば今

回の臨床成績か ら本剤は複雑性尿路感染症において も有

用性のある薬剤と思われる。
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6059-S was administered to 27 cases in the Department of Urology,Kyushu University hospital and its

affiliated hospitals,diagnosed as chronic complicated urinary tract infection in the period between October

1978 and August 1979,

6059-S was injected by one shot or drip infusion intravenously with 1 or 2 g per day for 5 days.The

clinical results were excellent in 8 cases, moderate in 11 cases and poor in 7 cases,with effective rate of

73.1%.Bacteriologically,bacteria was eradicated in 27 strains of 31.

No subjective or objective side effects were observed in any cases but in 3 cases general hot sense

after intravenous injection.


